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ここは、あついみなみの島です。ここには、とくべつな力をもっ
ているみんぞくのさいごの子孫でもある少女ルナと、みどりが
すきで、ねぼすけで、ルナたちと友だちなカリー君と、ルナの
あい人である 19 才ノニがくらしています。3 人は、しんぴの
海に水をくみにいきました。



そして、バケツで水をすくうと、なぞの少年ジョンがでてきて、
ジョンがつぶやきました。
「ルナ、黒いはねをしらないか」
ルナが知らないと言うと、ジョンは・・・



なんと！ジョンはきえてしまいました。かえり道 3人が歩いて
いると、とつぜん黒いはねがとんできて、バケツの中に入りま
した。3人はビックリして、大きな声で「ジョン―！ジョン―！」
とジョンをよびました。すると、雲の上からジョンが出てきま
した。



ルナのとくべつな力を使い、ジョンの心の中のきもちを、よみ
とりました。そうすると、ジョンはこう考えていました。世界
じゅうみんにとくべつな力をあたえようとしていました。ルナ
はまほうを使い、ほかのみんなはぶきを使い、ジョンを止めま
した。


